
自治体名 自治体名

茨城県 栃木県

埼玉県

群馬県 千葉県

平成２９年度 認知症サポート医フォローアップ研修の他県実施状況

１　研修対象者

       認知症サポート医養成研修修了者及び平成２９年度受講予定者（研修対象者９４名）

２　研修内容（計１１５分）

　(1) 高齢運転者対策の推進状況について（１５分）

　　　茨城県警察本部交通部運転免許センター管理官

　(2) 日立市の認知症初期集中支援チームの実践（５０分）

　　　日立市高齢福祉課地域包括支援センター職員

　(3) 茨城県つくば市でのかかりつけ医認知症サポート医の実践（５０分）

　　　つくば市の認知症サポート医

３　実施回数

　　１回（受講者２３名）

４　実施方法

　　県の運営により実施

１　研修対象者

　　認知症サポート医養成研修を受講した医師及び栃木県もの忘れ・認知症相談医（とちぎオレ

　 ンジドクター）

２　研修内容（計１２０分 ※質疑応答等を含む）

　(1) 本県の認知症施策等について説明（３０分）

　(2) 各医療圏域内の認知症疾患医療センターの医師による認知症の診断・治療及び症例等に

      ついて講演（９０分）

３　実施回数

　　６回（県内６箇所で実施し１１０名参加）

４　実施方法

　　一般社団法人栃木県医師会への委託により実施

５　その他

　　平成２８年度から、認知症サポート医養成研修を受講した医師等を「栃木県もの忘れ・

     認知症相談医（とちぎオレンジドクター）」として登録・周知している。

実施状況 実施状況

　埼玉県及びさいたま市では、認知症サポート医フォローアップ研修は現在実施していない。

１　研修対象者

　　サポート医養成研修受講者５２名、認知症看護認定看護師３９名　計９１名

２　研修内容（時間配分や講師等）日曜日：１３：３０～１６：３０（計１８０分）

　　【行政説明】県地域包括ケア推進室（２０分）

　　【講演】病院勤務者の認知症対応力向上研修内容の伝達（７０分）

　　　　　　「認知症の対応力向上のために」：医師会推薦医師

　　　　　　「認知症のケアの基本と連携について」：看護協会推薦看護師

　　【ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ】各地域の病院勤務職員の認知症への対応力向上のため、地区ごとに

                           分かれてグループワーク（７０分）

　　　　　　　　 県医師会理事、講演担当の医師・看護師、県地域包括ケア推進室

３　実施回数

　　１回

４　実施方法

　　県の運営により実施

５　その他

　　平成２９年度については、地域のサポート医及び認知症看護認定看護師に平成３０年度から

　「病院勤務者の認知症対応力向上研修」を担っていただくことを目的に、伝達研修及びグルー

　プワークを行った。

１　研修対象者

　　認知症サポート医及び地域においてかかりつけ医認知症対応力向上研修の企画・立案等に協力

    している医師、その他地域において認知症医療体制構築に向けて取り組んでいる医師

２　研修内容（時間配分や講師等）

　　第１回 運転免許証の診断書に関わる法施行後の動向について（９０分）

　　　　　 認知症疾患医療センター長・かかりつけ医

　　第２回 抗認知症薬の使い方・BPSDへの対応、認知症サポート医の活動報告（１２ ０分）

　　　　　 認知症疾患医療センター長・認知症サポート医

　　第３回 認知症高齢者への対応（９０分）

　　　　　 認知症の人と家族の会神奈川支部代表（医師）

　　第４回 認知障害と自動車運転、地域からの問題ケースの検討（１２０分）

　　　　　 専門医・認知症サポート医

３　実施回数

　　４回（合計１４３名参加）

４　実施方法

　　公益社団法人千葉県医師会への委託により実施

（平成３０年度 関東甲信越静福祉主管課長会議 情報共有資料より）

参考資料５



自治体名 自治体名

神奈川県 山梨県

長野県 新潟県

静岡県

１　研修対象者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　              　 ３　実施回数

　　認知症サポート医、オブザーバーとして認知症疾患医療センター職員、地域包括支援　　　　　               　１回

　　センター職員、市町行政職員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           　    ４　実施方法

２　研修内容（計２１０分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               　静岡県医師会への委託により実施

　(1) 開会挨拶、趣旨説明（静岡県医師会、静岡県長寿政策課）（１０分）　　　　　　　　　                　 ５　その他

　(2) 行政報告（静岡県長寿政策課）（１０分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                　 平成２９年度から地域の認知症サポート医の模範となるリーダーを養成することを目的に認知症

　(3) 講演（国立長寿医療研究センター）（６０分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           　   サポート医リーダー養成研修」として実施している。

　(4) 事例報告２事例（県内の地域包括支援センター及び認知症疾患医療センター）（３０分）

　(5) グループワーク・発表（９０分）

　(6) 講評・まとめ（１０分）

１　研修対象者

　　認知症サポート医及び認知症相談医

　（本県主催「かかりつけ医認知症対応力向上研修」受講終了者）

２　研修内容（計１３０分）

　　有識者２名（長野県健康福祉部保健・疾病対策課長、認知症介護研究・研修センター長）に

　 よる講義

３　実施回数

　　１回

４　実施方法

　　平成２９年度までは外部委託、平成３０年度から県の運営により実施

（平成３０年度から事業開始）※記載内容は平成３０年度実施予定の内容

１　研修対象者

　　県域認知症サポート医(指定都市は除く)９０名及び、今後認知症サポート医として受講予定者等

２　研修内容（時間配分や講師等）（計１２０～１８０分程度）

　　有識者１～２名程度（認知症疾患医療センター長及び学識経験者等予定）による講義及び

　　情報交換(グループワーク)

３　実施回数

　　１回

４　実施方法

　　平成３０年度から新たに県医師会への委託により実施

１　研修対象者

　　認知症サポート医

　　市町村の初期集中支援チーム員等（平成２９年度）

２　研修内容（計９０分）

　(1) 事例紹介

　　  認知症初期集中支援チームの取り組み（２市）　事例報告者 ２市のサポート医

　(2) 報告

　　  改正道路交通法による高齢者運転者対策の実施状況について　県警担当課長補佐

３　実施回数

　　１回

４　実施方法

　　県医師会への委託により実施

１　研修対象者

　　認知症サポート医及びかかりつけ医認知症対応力向上研修受講修了者

２　研修内容（計１８０分）

　　テーマ「認知症と運転免許」

　　・レクチャー：改正道路交通法への対応（新潟大学医師、認知症サポート医）

　　・情報提供：道路交通法改正後の認知機能検査等の状況（県警）

　　・症例検討：アナライザーシステムを活用し、出席者の意欲を促した。（認知症サポート医３名）

　　・全体討議

３　実施回数

　　１回

４　実施方法

　　県の運営により実施

５　その他

　　平成３０年度からは、医師同士や医師と介護との連携がより図られるよう地域機関の実施も可能

  　とし、開催回数を１回から４回に増やして実施する予定

実施状況 実施状況


